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本研究では、認知言語学の観点から身体部位鈎を構成要素に持つ日本語およびタイ語の慣用表現の意味を分析

することによって、日本語およびタイ語の比町量的な意味についての認知的なメカニズムがどのように共通してい

るのか、または、異なっているのかを比較・考察する。

第 l章では、これまでの慣用表現研究の流れを概観し、慣用表現の対照研究においてどのような問題が扱われ

てきたかをみた。また、 本研究の目的について述べ、本研究の構成の概絡を示した。

第 2章では、認知言語学において用いられる意味の拡張に関わる基本的概念(フレーム、メタファー、メトニ

ミー、シネクドキー)を取り挙げ、その整理を行った。

第 3章では、身体部位詞を構成要素に持つ日本語・タイ語の慣用表現を身体部位の詩集による意味拡張および

表現全体での意味拡張の二つに分類した。また、それぞれの分類においてどのように慣用的な意味が成立するか

に基づいて分類を行った。

第 4章では、身体部位を表す日本語とタイ語の意味拡張に関わる認知プロセスについて詳細に分析した。なお、

本章で扱われる身体部位を表す日・タイ語の慣用表現は、 f口を出す」、 「耳が早い」などのように、構成要素

の意味が慣用的な意味の一部を担うものである。本章では、身体部位を表す日本語・タイ語は、慣用表現の中で

以下の意味拡張の仕組みを緩て意味を拡張させることで共通しているととを論じた。

l 身体部位の機能のプレームに基づくメトニミー

2 身体部位の機能のフレームに基づくメタファー

3 精神に関わる容器と内窓物の隣接関係に基づくメトニミ-

4 身体における空間的な部分全体関係に基づくメトニミー

しかし、身体部位を表す両言語の意味拡張を考察したところ、両言語の意味拡張の相違点も明らかになった。

タイ語の fhua(頭)Jおよび fkhaa(足)Jの比喰的な意味は認知的な仕組みだけでなく、 「頭は尊い身体部位

である。 足は卑俗な身体部位であるj という、その身体部位に対する社会的な考え方も反映している。

タイの社会において、精神に関わるもう一つの重要な表現と して fkhwan(旋毛)Jが挙げられる。 fkhwan

(旋毛)Jの比愉的な意味としては、く魂〉、〈精霊>、く善>という意味を表す。最も神聖な fkhwan(旋毛)J 

は、頭に宿ると考えられている。タイでは、精神を表す fcai (心)Jおよび fkhwan(旋毛)Jは仏教的に神聖

なものであるため、神聖な場所として取り扱われる身体上部に存在すると考えられる。日本では、中国の伝統医

学に基づいて、身体の中心(腹)に精神の働きがあると信じられている。そのため、 「肝」は、伝統中国医学に

おける五臓のーっとして、く勇気〉ゃく心の強さ〉のような精神に深く関わっている。 f腹」は精神活動として

捉えられているが、自己保存の欲求に基づいた利己的な感情や思いなどと結びっく傾向がある。 f出向(腹) J 

は、精神的な意味を持っていないが、 ftap (肝)Jおよび fsai (腸)Jのような内織は、く秘密・不正なもの・
/ 

非道徳なもの〉という意味を表す傾向がある。タイにおいて、 fthJJ~ (腹)Jは、身体の上部に位置していない

ため、聖なる場所として捉えられていなし、。そのため、 f cai (心)Jや fkhwan(旋毛)Jなどのような、重要

な精神が存在するところと考えられていない。つまり、担イ語の意味拡張は、空間の上下に深く影響されている

と考えられる。

第五章では、第四章で分析したよ うな意味拡張の仕方とは異なり、文法化の観点から、身体部位を表す両言語

がど?のような動機付けによってどのような領域に意味拡張されているのかを比較・考察した。まず、両言語で、

身体部位詞から物体部分詞に拡張されている。物体部分詞への意味拡張の共通点は、 (1)位置の類似性に基づく

拡張、 (2)形状の類似性に基づく拡張、 (3)複数の類似性が絡んだ拡張の 3つが挙げられる。また、物体部分

言司への意味拡張の相違点は、言語主体の視点の違いや、焦点の当て方の違いなどが要因として挙げられる。

次の段階では、その物体部分詞は、メトニミーよって、物体部分詞の位置する空間もしくはそれに近接する空

間を表している。空間を表す身体部位は、 fhua (頭)J、 fkon (尻)J、 f naa (顔)J、 fl均(背)Jであ

る。 fhua(頭)Jは、空間への意味拡張において、身体部位の位置に基づくだけでなく、それぞれの国の文化的

な基盤も関与している。例えば、 fhua to (テーブルの頭)Jのように、 fhiia (頭)Jは、 (動物)の「頭Jの

位置に基づく類似性によってテープノレのく先端〉を表している。しかし、一方で、人間の「頭j の位震に基づく

類似性および座の位置によって、社会的な地位が最も高い人のく空間〉も表すと考えられる。また、 fhuam国司

(町の頭)Jの場合、タイの文化的な基盤により、< (首都支配の下で一番重要な地方の都市〉という意味を表

す。このような意味拡張は、タイ諮の fhua(頭)Jの特徴であると考えられる。また、空間概念から時間概念へ

の意味拡張においては、 fnaa(顔)Jおよびflog(背)Jに見られる。タイ語における「時間Jは、MOVINGOBSERVER 

METAPHORに基づき、 「前はく未来〉であり、後ろはく過去〉であるJとなる。この時間のモデルによって、

タイ語の fnaa (顔)Jはく未来〉を表し、タイ語の flag(背)Jはく過去〉を表す。また、 MOVINGTIME METAPHOR 

に基づき、く過去〉は、認知主体の前にあり、く未来〉は、認知主体の後ろにある。との時間のモデノレでは、

タイ語の fl句(背)J は、く未来>を表す。また、過去は、認知主体の前にあるが、 f naa (顔)Jを用いない。

最後に、空間概念から「質」の概念への意味拡張においては、タイ語の fnaa(顔)Jは、身体性の基盤によって、

く前方〉を表す意味からく進展・進歩〉という意味に拡張されている。一方、タイ語の fl句(背)Jは、く後方

〉を表す意味からく後退〉という意味に拡張されている。第五章では、第四章で示 した、く身体部位の機能>ゃ

く行為のフレーム〉に基づく意味拡緩とは異なり、く身体部位〉からく物体部分><空間><時間〉などを表す

文法的な要素へと拡張されている。言い換えれば、第五章で示した意味拡張は、文法化の起点となるものである。

第六章では、精神活動を表す日本語・タイ語の慣用表現を中心に考察した。両言語におけるメトニミー的な慣

用表現は、く身体部位の状態変化によって、精神の状態変化を捉える〉という因果関係のメトニミーに基づくも

のである。しかし、同じ精神状態を表すとしても、それぞれの言語で捉え方が異なる場合がある。

精神活動を表すメタファー的な慣用表現において、両言語では、身体部位は容器と内容物の隣接関係に基づく

メトニミーによって、く精神〉という意味に拡張される。身体部位は、 THEBODY IS A CONTAINER FOR THE 

EMOTIONという概念メタファーに基づき、精神を収容する容器としても捉えられる。く怒り 〉を表す場合、両

言語と も身体の熱を基盤として、身体が<熱せられ続ける 〉容器として見立てられる。一方、く怒りの抑制・落

ち着く〉を表す場合、体温の低下を基盤として、身体がく冷やされる>容器として見立てられる。ただし、日本

語では、生理的な観点から「頭Jの温度を冷やすという表現となり、また、タイ穏では、仏教の観点から fcai (心)J

の温度を冷やすという表現となる。また、〈悲しみ〉やく心配〉などを表す場合、日本語の「胸Jおよびタイ諮

の fcai (心)Jが容器として捉えられる。く心配事や悲しみで胸が苦しくなる 〉を表すには、く内容物としての

感情が詰まって通じなくなる〉ことと見立てられる。また、く悲しみ〉やく心配〉などが抑制できない場合、両

言語ともく内容物が増加して容器の限界を超え、容器が破損する〉ことと見立てられる。一方、<幸せ〉やく愉

快>などのような感情を表すには、両言語ともく容器としての f胸」の中にある内容物としての感情がちょうど

いっぱいになる量だけ収容される〉ことと見立てられる。

く(恐れを伴う)驚き〉を表す慣用表現においては、両言語とも、身体にく魂〉が宿るという概念が前提とさ

れる。たとえば、 「肝を消す」や fsla kI抑制(旋毛を失う)Jなどのように、〈魂〉が身体に存在しないと、判

断力などを失い、恐れ驚くと信じられている。これらの概念は問言語ともほぼ同様であるが、身体部位の使用が

異なる。日本語の場合、中国伝統医学に影響されており、 「肝」がく魂〉として捉えられる。 方、タイ語の場

合、宗教の影響により、 fkhwan (旋毛)Jがく魂〉として捉えられる。最後に、感情に対するプラス・マイナ

スの評価と慣用表現の要素に対するプラス・マイナスの評価においては、価値的な類似性が強く結び付けられる。

以上のように、身体部伎を表す慣用表現の意味拡張によって、人間の行為や精神活動という日常生活において

感心を持ちながらも、その内容を明確には示しにくいというものを、より明確な形式で捉え、表現することがで

きるのである。また、身体部位詞は物体の部分と見立てられ、文法的な要素にまで発展している。同言語におけ

る、身体部位を表す慣用表現の意味拡張の方向性は、上記のように共通しているが、異なる方向に拡張すること

もある。これは「異なる視点J、 「文化的な背景jなどが要因になっていると考えられる。

本博士論文は身体部位調を構成要素に持つ日本語とタイ語の償用表現を認知言語学の立場から分析して、慣用

表現の意味とその拡張のメカニズムを明らかにすることを目指した対照研究である。



51

－
728－




